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授
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有
権
者
数
一
〇
億
人
弱
と
い
う
世
界
最
大
の
選
挙
、
イ
ン
ド
総
選

挙
が
今
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
モ
デ
ィ
首
相
率
い

る
政
権
与
党
・
イ
ン
ド
人
民
党
は
、
政
権
や
首
相
個
人
の
高
い
支
持

率
を
背
景
に
、「
モ
デ
ィ
の
約
束
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た

選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
し
か
し
直
前
の
世
論
調
査
や
出
口
調
査
に
お

け
る
予
測
に
反
し
て
、
イ
ン
ド
人
民
党
が
議
席
を
減
ら
し
て
単
独
過

半
数
を
割
り
込
む
選
挙
結
果
と
な
っ
た
。
与
党
連
合
・
国
民
民
主
連

合
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
）
と
し
て
は
過
半
数
を
確
保
し
て
、
第
三
期
モ
デ
ィ
政

権
を
発
足
さ
せ
た
も
の
の
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
に
依
存
す
る
政
治
構

造
は
、
早
く
も
従
来
と
異
な
る
イ
ン
ド
政
治
の
様
相
を
生
み
出
し
て

い
る
。

　

な
ぜ
イ
ン
ド
人
民
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
イ
ン

ド
の
政
治
と
国
際
関
係
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

与
党
の
大
幅
議
席
減
を
も
た
ら
し
た
地
域
的
文
脈

　

イ
ン
ド
人
民
党
は
、
二
〇
一
四
年
に
三
一
・
〇
％
の
得
票
で

二
八
二
議
席
、
一
九
年
に
三
七
・
三
％
の
得
票
で
三
〇
三
議
席
を
得

て
い
た
が
、今
回
は
三
六
・
六
％
の
得
票
で
二
四
〇
議
席
に
と
ど
ま
っ

た
。
前
回
比
で
得
票
率
は
一
ポ
イ
ン
ト
弱
し
か
減
っ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
六
三
議
席
減
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
全
体
の
趨
勢

で
は
な
く
、一
部
の
州
で
大
き
く
議
席
を
減
ら
し
た
た
め
で
あ
る（
図

１
）。

た
ま
り　

か
ず
と
し　

二
〇
一
三
年
中
央
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
政

治
学
）。
専
門
は
国
際
関
係
論
。
高
知
県
立
大
学

准
教
授
な
ど
を
経
て
二
四
年
よ
り
現
職
。
著
書
に

『
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン
ド
に
譲
歩
し
た
の
か　
印
米

原
子
力
協
力
協
定
へ
の
道
』
な
ど
。

メ
デ
ィ
ア
や
野
党
を
抑
圧
し
た
が
選
挙
自
体
は
公
正
に
行
わ
れ
た
。

な
ぜ
与
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
の
か
。
国
際
関
係
へ
の
影
響
は
。

・
一
部
の
州
で
与
党
は
大
幅
に
議
席
減
。
全
国
的
に
は
得
票
率
が
微
減

・
連
合
政
治
が
復
活
し
、
地
域
政
党
が
政
権
運
営
を
左
右
す
る

・「
民
主
主
義
」
は
何
と
か
維
持
、
西
側
と
の
連
携
可
能
性
は
残
さ
れ
た

「
モ
デ
ィ
の
約
束
」の
蹉
跌

—
—

与
党
辛
勝
の
要
因
と
瀬
戸
際
に
立
つ
民
主
主
義

◎
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ 

イ
ン
ド
総
選
挙
と
南
ア
ジ
ア
勢
力
地
図
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最
大
州
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
で
、
イ
ン
ド
人
民
党
は

二
九
議
席
を
減
ら
し
た
。
そ
の
直
接
的
要
因
は
、
前
回
は
相
争
っ
た

有
力
地
域
政
党
・
社
会
主
義
党
と
最
大
野
党
・
国
民
会
議
派
が
、
野

党
連
合
・
イ
ン
ド
全
国
発
展
包
摂
連
合
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
に
参
加
し

て
共
闘
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
党
の
躍
進
は
、
従
来
の
支

持
基
盤
以
外
の

階
層
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
の

候
補
を
多
数
擁

立
す
る
な
ど
の

支
持
拡
大
策
が

功
を
奏
し
た
と

も
見
ら
れ
て
い

る
。

　

イ
ン
ド
人
民

党
は
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
至
上
主

義
政
策
の
象
徴

で
あ
り
、
今
年

一
月
に
落
成
式

を
挙
行
し
た
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
寺
院
が
立
地
す
る
選
挙
区
の
議
席
も
落
と
し
た
。
モ
デ
ィ

首
相
自
身
は
同
州
内
の
選
挙
区
で
勝
利
し
た
が
、
得
票
を
大
幅
に
減

ら
し
て
い
た
。

　

イ
ン
ド
最
大
の
経
済
都
市
ム
ン
バ
イ
を
擁
す
る
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ

ト
ラ
州
で
、
イ
ン
ド
人
民
党
は
一
四
議
席
減
と
な
っ
た
。
同
州
で
も

政
党
連
合
の
変
化
が
あ
っ
た
。
前
回
イ
ン
ド
人
民
党
と
組
ん
で
い
た

有
力
地
域
政
党
の
シ
ブ
・
セ
ー
ナ
ー
は
、
二
二
年
の
内
部
分
裂
に
よ

り
、
分
裂
前
の
党
首
の
タ
ー
ク
レ
ー
前
州
首
相
ら
が
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ
に

与
し
、
造
反
組
が
イ
ン
ド
人
民
党
側
に
つ
い
た
。
こ
れ
ら
以
外
の
各

党
の
得
票
率
は
さ
ほ
ど
変
化
し
て
お
ら
ず
、
シ
ブ
・
セ
ー
ナ
ー
の
分

裂
が
同
州
に
お
け
る
イ
ン
ド
人
民
党
の
議
席
減
の
要
因
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

西
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
で
は
、
イ
ン
ド
人
民
党
と
国
民
会
議

派
の
一
騎
打
ち
の
構
図
は
前
回
と
変
わ
り
な
い
が
、
イ
ン
ド
人
民
党

が
得
票
を
減
ら
し
、
一
〇
議
席
を
失
っ
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
選
挙
協

力
が
国
民
会
議
派
の
躍
進
に
寄
与
し
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
シ
ン

プ
ル
に
イ
ン
ド
人
民
党
へ
の
支
持
低
下
を
議
席
減
の
要
因
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

野
党
陣
営
の
巻
き
返
し
、
与
党
支
配
地
域
の
支
持
離
れ

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
三
点
の
考
察
を
提
示
し
た
い
。

図１　主な政党の獲得議席（定数543）と得票率

INDIA
　国民会議派
　社会主義党
　草の根会議派
　ドラヴィダ進歩連盟

293
240
16
12
234
99
37
29
22

36.56
1.98
1.25

21.19
4.58
4.37
1.82

347
303
3
16
－
52
5
22
24

37.30
2.09
1.45

19.46
2.55
4.06
2.34

（出典）インド中央選挙管理委員会ウェブサイトならびにThe Hindu 紙ウェブサイトに基づき筆者作成。
2024年総選挙で10議席以上を獲得した政党のみを抽出した。連合の区分は2024年総選挙に基づく。

国民民主連合
インド人民党
テルグ・デーサム党
ジャナタ・ダル統一派

2024年 2019年
獲得議席 得票率（％）獲得議席 得票率（％）
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一
点
目
と
し
て
、
そ
も
そ
も
、
イ
ン
ド
人
民
党
の
得
票
率
は
前
回

比
で
微
減
で
あ
り
、
過
去
二
回
の
よ
う
に
効
率
的
に
議
席
を
取
れ
な

か
っ
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
政
権
の
実
績
に
対
す
る
市

民
の
満
足
度
も
依
然
と
し
て
高
い
。つ
ま
り
イ
ン
ド
全
体
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
人
民
党
や
モ
デ
ィ
政
権
へ
の
支
持
が
低
下
し
た
と
言
い
切
れ

な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
勝
ち
過
ぎ
へ
の
反
動
と
い
う
側
面
も
見
え
る
。
選
挙

区
単
位
の
個
別
分
析
で
は
、
議
席
を
失
っ
た
イ
ン
ド
人
民
党
候
補
の

資
質
の
問
題
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。か
つ
て
の
日
本
で「
小

泉
チ
ル
ド
レ
ン
」
の
多
く
が
以
後
の
選
挙
で
苦
戦
し
た
こ
と
と
似
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
（
図
２
）。

　

第
二
に
、
最
大
野
党
の
国
民
会
議
派
が
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
の
得

票
率
で
議
席
数
を
倍
増
近
く
に
伸
ば
し
た
こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う

に
、
議
席
数
変
動
の
直
接
的
な
要
因
は
野
党
側
の
共
闘
に
あ
っ
た
。

　

選
挙
戦
術
の
違
い
も
指
摘
で
き
る
。「
モ
デ
ィ
の
約
束
」
と
い
う

全
国
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
臨
ん
だ
イ
ン
ド
人
民
党
と
は
好
対
照
に
、

社
会
主
義
党
は
カ
ー
ス
ト
（
ジ
ャ
ー
テ
ィ
）
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
で
取
り
込
み
を
図
る
伝
統
的
な
手
法
で
躍
進
し
た
。

　

最
後
に
、
従
来
イ
ン
ド
人
民
党
が
優
勢
で
あ
っ
た
地
域
の
一
部
で

支
持
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
も
議
席
減
の
要
因
で
あ
っ
た
。
南
部
や
東

部
な
ど
党
勢
の
弱
か
っ
た
地
域
で
は
得
票
を
軒
並
み
伸
ば
し
た
た

め
、
全
国
ト
ー
タ
ル
で
は
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
党
勢
を

誇
っ
て
い
た
州
で
の
減
少
幅
が
大
き
い
。
首
相
や
政
権
へ
の
評
価
も

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
低
下
し
て
い
る
。
政
権
の
実
績
へ
の
不
満
点
と

し
て
は
、
全
国
規
模
の
調
査
に
よ
る
と
、
物
価
上
昇
・
イ
ン
フ
レ
が

二
八
％
、
失
業
の
増
加
が
二
三
・
一
％
、
貧
困
の
拡
大
一
一
・
二
％
、

宗
派
主
義
・
宗
教
紛
争
が
七
・
四
％
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
）。
こ
れ
ら
の
問
題
が
支
持
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

主
に
農
村
部
で
議
席
を
失
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
理
解
に
適

図２　政権の実績への満足度（％）

図3　経済階層とインド人民党の得票率（％）

上層    41    44    38
中層    35    38    32
下層    35    36    31
貧困    37    36    24
全体    37    38    31

（出典）CSDS（発展途上社会研究センター）。サンプル数19,663。

23.0

36.0

18.7

17.5

1.8

完全に満足完全に不満

無回答

ある程度満足

ある程度不満

2024年  2019年    2014年

（出典）CSDS
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合
す
る
。

　

し
か
し
全
国
的
な
調
査
を
見
る
と
、
貧
困
層
や
下
層
で
の
得
票
率

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
従
来
の
支
持
層
で
あ
っ
た
上
層
か

ら
の
得
票
率
が
低
下
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
推
論
と
な
る
が
、
優
勢

地
域
で
は
経
済
的
不
満
を
抱
え
る
層
を
中
心
に
支
持
を
失
っ
た
も
の

の
、
党
勢
の
弱
か
っ
た
地
域
で
そ
れ
ら
の
層
に
支
持
を
広
げ
、
相
殺

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
優
勢
地
域
で
は
州
政
府
を
イ
ン
ド
人
民
党
が

担
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
経
済
的
不
満
に
よ
る
同
党
へ
の
支
持
離

れ
に
つ
な
が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
市
民
の
不
満
が
与
党
へ
の
逆

風
と
し
て
作
用
す
る
反
現
職
要
因
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
優
勢
と
考

え
ら
れ
る
な
か
で
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
低
下
し
、
支
持
者
に
よ
る

運
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
図
３
）。

「
民
主
主
義
」
は
守
ら
れ
た
の
か

　

開
票
前
に
は
、
出
口
調
査
に
基
づ
き
イ
ン
ド
人
民
党
の
圧
勝
見
込

み
が
報
じ
ら
れ
、
野
党
側
は
結
果
を
受
け
入
れ
な
い
意
向
を
示
し
、

い
よ
い
よ
民
主
主
義
が
危
機
に
瀕
す
る
と
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い

た
。
結
果
は
イ
ン
ド
人
民
党
が
伸
び
悩
ん
だ
た
め
、
選
挙
結
果
を
政

権
側
が
不
当
に
操
作
し
て
い
る
と
の
疑
い
は
消
滅
し
た
。
モ
デ
ィ
首

相
は
「
民
主
主
義
の
勝
利
」
と
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
自

党
が
伸
び
悩
ん
だ
負
け
惜
し
み
と
も
聞
こ
え
る
が
、
西
側
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
も
イ
ン
ド
の
民
主
主
義
が
崩
壊
を
ひ
と
ま
ず
免
れ
た
と
の
受

け
止
め
方
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

集
計
は
適
正
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
民
主
主
義
の
問
題

は
残
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
「
世
界
最
大
」、「
世
界
最
古
」
の
民
主
主

義
国
、
さ
ら
に
最
近
は
「
民
主
主
義
の
母
」
な
ど
と
自
称
し
て
い
る

が
、
モ
デ
ィ
政
権
下
で
は
民
主
主
義
の
土
台
が
揺
ら
い
で
い
た
。

　

第
一
に
、
公
正
な
選
挙
の
基
礎
と
な
る
、
報
道
の
自
由
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
政
府
か
ら
の
広
告
収
入

に
依
存
し
て
お
り
、
政
府
寄
り
の
傾
向
が
強
い
が
、
モ
デ
ィ
首
相
に

批
判
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
放
映
し
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
税
務
調
査
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。
政
府
批

判
を
続
け
て
き
た
テ
レ
ビ
局
の
Ｎ
Ｄ
Ｔ
Ｖ
は
、
モ
デ
ィ
政
権
に
近
い

ア
ダ
ニ
グ
ル
ー
プ
に
買
収
さ
れ
、
以
後
は
政
府
寄
り
の
姿
勢
に
転
向

し
た
。
国
境
な
き
記
者
団
に
よ
る
報
道
の
自
由
度
指
標
で
は
ロ
シ
ア

に
近
い
レ
ベ
ル
と
さ
れ
、
特
に
モ
デ
ィ
政
権
第
二
期
に
急
落
し
て
い

る
。

　

世
論
調
査
や
出
口
調
査
で
与
党
寄
り
の
数
字
が
出
る
理
由
も
、
市

民
が
メ
デ
ィ
ア
を
信
用
せ
ず
、
野
党
支
持
と
答
え
た
場
合
に
不
利
益

を
被
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
健
全
な
民
主
主
義
の
た
め
に
は
少
数
派
の
権
利
尊
重
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
に
基
づ
く
イ
ン
ド
人
民
党
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の
政
治
で
は
、
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
対
す
る
迫
害
が
強
ま
っ
て

い
る
。
イ
ン
ド
で
唯
一
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
多
数
を
占
め
て
い
た

ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
自
治
権
廃
止
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
以
外
の
移
民
に
は
市
民
権
を
認
め
る
法
改
正
、
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
ー

の
寺
院
建
立
な
ど
の
公
約
を
次
々
と
実
現
し
て
き
た
。
選
挙
戦
中
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を「
侵
入
者
」と
す
る
モ
デ
ィ
首
相
の
発
言
も
あ
っ

た
。
牝
牛
保
護
団
な
ど
の
自
警
団
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
へ
の
迫

害
も
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
政
府
に
よ
る
野
党
側
へ
の
締
め
付
け
も
強
ま
っ
て
い

た
。
国
民
会
議
派
の
R
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
元
総
裁
は
、
昨
年
、
モ

デ
ィ
首
相
に
対
す
る
名
誉
毀
損
の
容
疑
で
議
員
資
格
を
一
時
剥
奪
さ

れ
て
い
た
。
選
挙
直
前
に
は
、
モ
デ
ィ
政
権
批
判
の
急
先
鋒
で
、
デ

リ
ー
準
州
首
相
の
庶
民
党
ケ
ジ
リ
ワ
ル
党
首
が
汚
職
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
。
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
か
な
り
の
割
合
の
市
民
が
こ
れ
ら
野

党
指
導
者
の
逮
捕
を
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
。

　

政
治
的
権
利
と
市
民
的
自
由
の
観
点
か
ら
民
主
主
義
を
評
価
す
る

米
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
自
由
度
指
標
に
よ
る
と
、
モ
デ
ィ
政
権

当
初
の
イ
ン
ド
は
「
自
由
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
市
民
的
自
由

が
低
下
し
、
二
〇
二
一
年
か
ら
は
「
部
分
的
自
由
」
の
評
価
と
な
っ

て
い
る
。
政
治
的
権
利
の
評
価
は
高
く
、
そ
の
中
の
選
挙
過
程
に
つ

い
て
は
最
新
版
で
も
満
点
の
ス
コ
ア
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の

選
挙
で
も
健
全
さ
が
示
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

帰
っ
て
き
た
連
合
政
治　

　

連
合
政
治
が
イ
ン
ド
に
戻
っ
て
き
た
。
モ
デ
ィ
政
権
以
前
の
二
五

年
間
は
、
第
一
党
で
は
過
半
数
を
取
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の

だ
が
、
モ
デ
ィ
首
相
に
は
連
合
政
治
の
経
験
が
な
い
。
連
邦
政
府
首

相
と
し
て
の
一
〇
年
間
だ
け
で
な
く
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
首
相
時
代

（
二
〇
〇
一
～
一
四
年
）
も
、
自
党
で
議
会
の
単
独
過
半
数
を
有
し

て
い
た
。
モ
デ
ィ
首
相
に
よ
る
連
合
政
治
の
舵
取
り
は
未
知
数
で
あ

る
が
、
第
三
期
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
速
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
を

尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
始
め
て
い
る
。

　

特
に
テ
ル
グ
・
デ
ー
サ
ム
党
と
ジ
ャ
ナ
タ
・
ダ
ル
統
一
派
の
動
向

が
鍵
と
な
る
。
両
党
の
い
ず
れ
か
が
離
脱
し
て
も
連
合
で
過
半
数
を

わ
ず
か
に
維
持
で
き
る
が
、
あ
と
数
議
席
の
切
り
崩
し
で
政
権
が
崩

壊
し
う
る
た
め
、
実
質
的
に
は
両
党
が
政
権
の
生
殺
与
奪
の
権
を
握

る
。
前
者
は
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
、
後
者
は
ビ
ハ
ー
ル
の

州
政
権
を
担
う
地
域
政
党
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
政
治
の
観
点
か

ら
政
権
に
注
文
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

世
俗
的
な
両
地
域
政
党
が
拒
否
権
を
有
す
る
状
況
で
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
至
上
主
義
に
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
と
の
見
方
が
有
力
と

な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
イ
ン
ド
人
民
党
内
で
モ
デ
ィ
首
相
の
求
心
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力
が
低
下
す
れ
ば
、
支
持
母
体
で
あ
る
民
族
義
勇
団
か
ら
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
主
義
政
策
を
求
め
る
圧
力
が
高
ま
る
可
能
性
も
残
る
。
こ
の

点
は
経
済
政
策
に
も
関
わ
り
、
民
族
義
勇
団
は
開
放
指
向
の
経
済
政

策
に
抵
抗
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

経
済
改
革
の
減
速
を
懸
念
す
る
声
も
出
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
も

モ
デ
ィ
政
権
が
経
済
政
策
に
実
行
力
を
発
揮
し
て
き
た
と
は
言
い
が

た
い
。
農
業
関
連
法
や
土
地
収
用
法
、
新
労
働
法
典
な
ど
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
発
表
さ
れ
た
政
策
が
、
反
対
を
受
け
て
中
止
し
た
ケ
ー
ス

は
多
い
。
か
た
や
、
断
行
さ
れ
た
高
額
紙
幣
の
廃
止
や
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
強
力
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
、
イ
ン
ド
経
済
に
打
撃
を
与
え

た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
も
し
第
三
期
モ
デ
ィ
政
権
が
慎
重
に
合
意

を
形
成
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
適
切
な
政
策
実
施
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
ろ
う
。

西
側
諸
国
と
の
連
携
可
能
性
は
残
っ
た

　

最
後
に
、
対
外
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
両
地
域
政
党
の
関
心
事

は
州
の
問
題
で
あ
り
、
国
際
関
係
へ
の
関
心
は
乏
し
い
た
め
、
連
合

政
治
の
影
響
は
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
対
外
政
策
に
関
わ
る
政

権
の
陣
容
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ド
ー
ヴ
ァ
ル
国
家
安
全
保
障
顧
問

と
ジ
ャ
イ
シ
ャ
ン
カ
ル
外
相
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
を
は
じ
め
、
内
閣
外
交

安
全
保
障
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
（
他
に
内
務
相
、
防
衛
相
、
財

務
相
）
に
変
化
は
な
く
、
政
策
も
現
状
維
持
が
見
込
ま
れ
る
。

　

イ
ン
ド
の
対
外
政
策
は
、
国
内
の
発
展
と
安
定
へ
の
寄
与
を
目
標

と
し
て
、
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
自
国
の
影
響
力
確
保
、
イ
ン
ド
太
平

洋
で
は
中
国
に
対
抗
す
る
態
勢
の
構
築
、
世
界
規
模
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
大
国
と
し
て
の
活
躍
を
演
出
す
る
対
外
政
策
を
継
続
す

る
だ
ろ
う
。
特
に
二
〇
二
〇
年
の
国
境
地
域
（
ガ
ル
ワ
ン
）
で
の
衝

突
以
降
、
中
国
と
の
対
立
姿
勢
が
決
定
的
と
な
り
、
ク
ア
ッ
ド
で
の

連
携
を
強
化
し
、
経
済
で
は
中
国
へ
の
依
存
と
貿
易
赤
字
の
解
消
を

試
み
て
い
る
。

　

第
三
期
政
権
発
足
か
ら
ま
も
な
く
、
モ
デ
ィ
首
相
は
Ｇ
７
プ
ー
リ

ア
・
サ
ミ
ッ
ト
の
拡
大
会
合
に
は
出
席
し
た
が
、
上
海
協
力
機
構
の

首
脳
会
合
に
は
欠
席
し
た
。
最
初
の
二
国
間
首
脳
外
交
は
、
ロ
シ
ア

を
訪
問
し
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
抱
擁
を
世
界
に
見
せ
つ
け
た
。

中
国
を
脅
威
と
捉
え
、西
側
と
ロ
シ
ア
の
両
方
と
の
連
携
を
続
け
る
。

　

外
部
世
界
、
特
に
西
側
諸
国
か
ら
す
る
と
、
今
回
の
選
挙
結
果
は

都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
イ
ン
ド
人
民
党
が
大
勝
し
て
、

野
党
側
が
結
果
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
れ
ば
、
政
権
に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
や
野
党
へ
の
弾
圧
に
よ
る
勝
利
と
い
う
非
難
の
声
が
高
ま
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
な
れ
ば
、「
価
値
を
共
有
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
イ
ン
ド
と
連
携
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
●




